
令和５年７月３１日

和光市図書館長 様

和 光 市 図 書 館 協 議 会

委 員 長 石川 敬史

和光市図書館協議会に対する諮問について（答申）

令和３年８月３１日付け和図第２７号で諮問がありました第２次和光市図書館サービス

計画（令和４年度）の取組状況及び評価について審議した結果を別添のとおり答申します。

なお、令和元年度、令和２年度、令和３年度に引き続き令和４年度についても「基本施

策Ⅲ施策４図書館施設等の保全」については「不十分」と評価いたしました。こちらにつ

いては本館が開館から４０年を経過し老朽化していることと、人口に対する蔵書冊数が少

なく現状の本館の広さでは十分な蔵書冊数を収容できないことから、図書館協議会で検討

し、図書館職員が鋭意持続的に対応している修繕対応等では物理的に及ばないと判断しま

した。

「社会教育のための機関」としての本館の新設、本と市民をつなぐ司書の採用、「館（や

かた）」をこえた利用の可能性を秘めた電子書籍の導入も含めて、誰にでも開かれ市民の

学びを保障し、地域とともに歩む和光市図書館の今後のあり方の検討を始めるべきと考え

ます。

また、近年は「ことば」の重要性が高まっています。中高生も含めた子どもの読書活動

推進については各学校に配置されている図書館アドバイザーの役割が重要であるため、「学

校司書」として勤務日数の充実を図るべきと考えます。



施策 評価 改善点のコメント 基本施策の評価コメント

１　図書資料等の収集・保存 概ね適切

物理的なスペースは難しいと考え

るが、蔵書数を増加させてほし

い。棚を整理するなどし、開架が

増えたほうがよい。

２　視聴覚資料の充実 適切

視聴覚資料と本を繋ぎ、世代間交

流や子育て支援等ができるとよ

い。

３　郷土・行政資料の収集・保存 適切

郷土・行政資料については、さま

ざまな世代に知ってもらえるよう

周知が必要である。

１　乳幼児、小学生へのサービスの充実 適切

おはなし会やブックスタートな

ど、いろいろな取組をしているの

で引き続き実施していただきた

い。ブックスタート開催時に、本

を借りる・返すのループが出来て

くると読書習慣に繋がっていく。

２　中学生及び高校生へのサービスの充実 適切

進路について考える講座や図書館

クラブの実施が軌道に乗っている

のでよい。

３　成人へのサービスの充実 概ね適切

日本点字図書館による、視覚障害

者や困難者に対して点字や音声

データを提供するネットワークで

ある「サピエ」を導入すると、

サービスの視野が広がる。

４　障害者・高齢者へのサービスの充実 適切

講座の中で利用できる制度や繋が

れる制度について、情報提供を行

えるとよい。

５　外国人へのサービスの充実 適切

市内小学校のALTから要望を聞く

ことで、図書館のPRにもなるので

よい。小学校の授業でも英語が取

り入れられているので、視聴覚資

料も含めた本の充実が図れるとよ

い。

１　公共施設等と連携したサービスの提供 概ね適切
今後も連携しながら進めてほし

い。

２　地域、ボランティアとの連携 適切

地域・ボランティアと連携した講

座が、定着しつつあることから今

後も進めてほしい。

３　コミュニティ情報等の収集・保存・発信 適切 数値目標を達成している。

４　図書館施設等の保全 不十分

施設自体が非常に老朽化してい

る。新館建設も含めた図書館のあ

り方を検討する必要がある。

５　電子図書館の推進 概ね適切

図書館システムの更新や図書館

ホームページの充実が図られてい

る。動画等を活用し、図書館をPR

してほしい。

６　図書館の効率的・効果的運営及び職員の資

質の向上
適切

オンライン等を活用した研修に参

加し、学校図書館アドバイザーも

含め、司書の資質の向上を継続し

てほしい。

和光市図書館サービス計画進捗状況評価　総括表【R4年度】
基本施策

Ⅰ

和光市らし

さを意識し

た図書館へ

蔵書管理は適切に行わ

れている。引き続き蔵

書数を増やせるように

していただくととも

に、図書に限らず多様

な資料の充実と、これ

ら資料を市民につなぐ

取り組みに期待した

い。

Ⅱ

みんなが利

用しやすい

図書館へ

利用者に応じたサービ

スが適切に行われてい

る。特に乳幼児・小学

生へのサービスは、図

書館での積み重ねられ

た経験・実践であると

考え、この間の取り組

みは非常に高く評価で

きる。

今後は、レファレンス

サービスに留まらず、

レフェラルサービスに

も対応できるよう、

「図書館」としての枠

組みをこえた取組に期

待したい。

加えて、引き続き、広

報紙や動画等を活用

し、図書館の利用につ

いて周知したほうがよ

い。

Ⅲ

居心地の良

い図書館へ

図書館機能の充実につ

いては、適切に行われ

ている。他方で、中長

期的な課題としては、

①新館建設の検討、②

電子図書館の推進があ

る。加えて、③専門的

職員である司書の採

用・力量の継承も重要

である。これらは図書

館が「社会教育のため

の機関」として、学校

教育との関連も視野に

入れ検討されることを

期待したい。


